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新百合ヶ丘駅北側地区の区役所・市民館・図書館について考える
市民共創ワークショップ
つむぐ、つなぐ、新百合ヶ丘のこれから。

〜わたしたちの記憶を、未来のシビックゾーンへ〜

第２回 「まちに繰り出し物語を発見しよう」を開催しました︕
「新百合ヶ丘駅北側地区まちづくりの基本的考え方」をもとに、新百合ヶ丘の公共施設のあり方を考えるワークショップの第２回を2026年９月12日（土）に開
催しました。本ワークショップは新百合ヶ丘の魅力を再発見し、多様な人々が共存する公共施設の将来像について検討するものです。「つむぐ、つなぐ、新百合ヶ丘の
これから。〜わたしたちの記憶を、未来のシビックゾーンへ〜」をテーマに、参加者の皆様の記憶を「まち」の記録へと結びつけ、これからの「公共」のあり方について検討
することを目的としています。第２回の今回は37名の方にご参加いただきました。

第２回の目的と内容

既存施設と先進的な公共施設
事例についてのレクチャー

90分間のグループでのまち歩き
（フィールドワーク）

まち歩き中の気づきをまとめた
ラフマップの作成

コース１︓区役所▷市民館▷ペデストリアンデッキ

まち歩きは三つのコースに分かれて行いました。各コースは区役所・市民館・図書館のうち二つと、南口のペデストリアンデッキ・アートセンター・万福寺ふるさと
緑地のうち一つで構成されています。今回のまち歩きはグループごとに自由に見て回ることを基本としていましたが、各公共施設では職員の案内のもと見学する
時間を設け、バックヤードなどの日頃立ち寄ることの少ないスペースも見学することができました。今回の参加者の中には、まち歩きの対象となった施設をよく利
用されている方もいらっしゃいましたが、日常生活ではあまり注目することのない側面に目を向けながら歩いたことで、新鮮な気持ちで見て回ることができました。

コース２︓市民館▷図書館▷アートセンター

コース３︓万福寺ふるさと緑地▷図書館▷区役所

まち歩きの写真 地図を囲んでいる写真

全３回のうち第２回に当たる今回は、まちに存在する様々な物語を再発見することを目的に施設の見学やまち歩きを実施し、施設の様子や人々の過ご
し方を観察しました。はじめに既存の区役所・市民館・図書館についての概要や他の自治体での先進事例についてレクチャーを受けたのち、グループごとに三
つのコースに分かれて90分ほどまち歩きを行いました。まち歩き終了後は、まち歩き中の気づきを付箋に書き出し、ラフマップへと整理しました。



市民館での
写真

図書館での
写真

まち歩きでの気づきの一部をご紹介します︕

2026年９月26日（土）
まち歩きで得た知見を地図へ
落とし込み、まちや新たな施
設でどのようなことができるの
かを考えます︕

第３回 「未来への地図と
言葉をつむごう」
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2026年８月８日（土）
聞き書きを通じて、新百合ヶ
丘での物語を共有し、新百
合ヶ丘はどのようなまちか議
論しました︕

第１回
「わたしとあなたの
物語を共有しよう」

2026年９月12日（土）
グループでまちを歩き、施設
やまちで感じたことを付箋に
書き出し、ラフマップにまとめ
ました︕

第２回
「まちに繰り出し
物語を発見しよう」

地理院地図Vectorを基に作成
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ラフマップの作成では、まち歩き中に感じたことや「こうだったらもっといいの
に」といった提案まで多くの気づきが共有されました。グループによっては
模造紙が付箋でいっぱいに埋まるほどの気づきが共有されましたが、ここ
ではその一部をご紹介しています。
第３回では、ラフマップとして作成した今回の地図を基に、各公共施設
や新百合ヶ丘のまちの可能性について考え、「新百合ヶ丘・やりたいこ
と・マップ」を作成していきます︕


